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Hyogo Prefecture

約315万人
2022：生産年齢人口（15-64歳） 2040：生産年齢人口（15-64歳）

約251万人

▲56万人
（▲1８％）

11.2万人

2000年 2020年 2040年

315 251

9.6万人

▲62万人
（▲16.4％）

生産
年齢人口

＋1.6 万人 必要

▲64万人

（▲20.4％）

377

2000年 2022年 2040年

2040年に向けて必要な介護人材の予測（兵庫県の場合）
○ 2040年に向けて介護需要は増加する一方、支え手は大きく減少
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働きやすい職場づくりなど、
離職防止への取組は重要



Hyogo Prefecture

厚生労働省労働力調査 基本集計全都道府県 ⾧期時系列表５(4) 産業（第12・13回改定分類）別雇用者数－全国を基に作成

○全国の医療・介護の就業者数は、477万人（基準年2002年～）増加

医療・福祉の就業者数の推移 （産業別雇用者数の推移（2002年を基準年とした増減）

介護職員数はR5に介護保険制度の創設以来初の減少
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（※４）
215.4

212.6 212.6

（単位：万人）

要介護（要支援）者職員数

【出典】 厚生労働省「介護サービス施設・事業所調査」（介護職員数）、「介護保険事業状況報告」（要介護（要支援）認定者数） をもとに作成
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（183.9）
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（189.9）
183.3

（195.1）
186.8

（203.0）
194.4

注１） 介護職員数は、常勤、非常勤を含めた実人員数である。（各年度の10月1日現在）
注２） 調査方法の変更に伴い、推計値の算出方法に以下のとおり変動が生じている。

（単位：万人）

介護職員数の推移（全国）

「介護サービス施設・事業所調査」（介サ調査）は全数調査を実施しており、各年度は当該調査による数値を記載。平成12～20年度
介サ調査は、全数の回収が困難となり、回収された調査票のみの集計となったことから、社会・援護局において全数を推計し、各年度は当該数値を記載。（※１）平成21～29年度
介サ調査は、回収率に基づき全数を推計する方式に変更。（※２）平成30年度～

注３） 介護予防・日常生活支援総合事業（以下「総合事業」という。）の取扱い

総合事業（従前の介護予防訪問介護・通所介護に相当するサービス）に従事する介護職員は、介サ調査の対象ではなかったため、社会・援護局で推計し、これらを加えた数値を各年度の( )内に示している。（※３）平成27～30年度
総合事業も介サ調査の調査対象となったため、総合事業に従事する介護職員（従前の介護予防訪問介護・通所介護相当のサービスを本体と一体的に実施している事業所に限る）が含まれている。（※４）令和元年度～

○本表における介護職員数は、介護保険給付の対象となる介護サービス事業所、
介護保険施設に従事する職員数。 6
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18.5%

12.3%

17.1%

14.2%

14.4%

16.3%

8.3%

17.6%

11.9%

18.5%

14.3%

24.7%

0% 20% 40%

◆直前の仕事を辞めた理由（複数回答）◆中途採用者（介護労働者）の直前の仕事

職場の人間関係に問題があったため

他に良い仕事・職場があったため

勤務先の事業理念や運営のあり方に
不満があったため

収入が少なかったため

自分の将来の見込みが立たなかった
ため

結婚・妊娠・出産・育児のため

中途採用者（介護労働者）の前職等 7

37.0%

11.5%

3.0%

30.7%

17.8%
介護関係無回答

介護・福祉・
医療関係以外

医療
関係

介護以外の福祉関係

出所：令和6年度介護労働実態調査 介護労働者の就業実態と就業意識調査 から作成

（直前が介護関係の仕事）
（直前が介護関係以外の仕事）
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現在の法人に就職した理由・きっかけ
8

26.3

34.2

33.9

55.5 

18.2

31.4

32.3

40.5

24.4

33.6

33.6

51.9

0 10 20 30 40 50 60

有給休暇などの各種休暇の

取得や勤務日時の変更をし

や す い た め

職場の人間関係がよさそう

だ っ た た め

自分のやりたい介護ができ

そ う だ っ た た め

通 勤 が 便 利 だ か ら

現在の法人に就職した理由 （複数回答）

全体 男性 女性

4.9

9.1

19.2

36.3

2.5

8.8

19.8

33.8

4.4

9.1

19.3

35.7

0 10 20 30 40

折込チラシ、

新聞・雑誌の広告

求人情報サイト

ハローワーク

友人・知人

からの紹介

現在の法人に就職したきっかけ（複数回答）

出所：令和6年度介護労働実態調査 介護労働者の就業実態と就業意識調査 から作成

スタッフが働き続けたいとおもう
職場環境づくりが重要
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計R6R5繰越R5R4R3R2

571931111180108-導入施設数
-571478367356276168（累計）

23,8156,0217,6266744,6863,536906導入台数

○ 介護ロボット導入が、一部の積極的な事業所に留まる（導入割合:約36％）
■H28年度～ 介護ロボット導入補助（累計） （県内介護施設数:1,600施設）

介護テクノロジーの導入前後に、機器選定や活用法についてフォローが必要

生産性向上を進めるにあたって見えてきた課題 9

全体訪問系施設系
(通所型)

施設系
(入所型)区分

22.222.926.018.1どのような介護ロボット機器等があるかわからない

64.856.670.785.4導入コストが高い

29.826.236.232.8投資に見合うだけの効果がない

20.219.826.415.6事業所規模や介護現場の実態に適う介護ロボット機器等がない

36.532.137.046.1現場職員が技術的に使いこなせない可能性が高い

22.518.925.028.0導入の推進役となる介護ロボット機器等に詳しい職員がいない

○ 機器の使用法や、機器の選び方がわからないといった問題がある

出典：令和6年度介護労働実態
調査結果（公益財団法人介護労
働安定センター）より抜粋
※対象となるサービスを抜粋し
ているため、記載のあるサービ
スと全体は一致しない
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10
介護テクノロジー利用の重点分野の全体図と普及率

出典：介護テクノロジーの利用促進（厚生労働省ホームページ）
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介護現場の生産性向上に関するダッシュボード

（導入事業者割合の算出方法）
介護サービス情報公表システムの「事業所の特色」に入力のある事業所における、「生産性
向上のための業務改善の取組」で「タブレット端末やインカム等のICT活用や見守り機器等
の介護ロボットやセンサー等の導入による業務量の軽減」の記載がある事業所の割合。
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老人福祉計画（第９期介護保険事業支援計画）:３つの柱

内 容３つの柱

外国人を含めた人材のすそ野の拡大

介護のしごと魅力発信
１多様な人材の参入促進

専門性の高度化で継続的な資質の向上

意欲や能力に応じたキャリアパスの整備
２定着促進・キャリアアップの支援

介護現場の生産性向上

労働環境の改善
３働きやすい職場づくり

兵庫県の人材確保の取組 13



Hyogo Prefecture

背景
高齢化に伴い介護ニーズが増大
生産年齢人口が減少し人材確保が全産業的に喫緊の課題

人材確保とともに、ムリ･ムダを省き一人ひとりが提供できるサービス量を増やす取組が不可欠

生産性向上の取組 ＝ 介護サービスの質の向上

効果

介護分野における「生産性」＝介護の価値（提供するケアの質）を高めること

経営の安定 → 事業所自らが積極的に推進

介護サービスの質の向上、職員の負担軽減

介護現場の生産性向上とは

※ 勤労者の介護離職等、介護現場だけでなく産業界全体の就業構造にも大きく影響を及ぼすことが考えられる

職と職場の魅力向上（働きがい）・人材確保
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出所：厚生労働省「介護サービス事業（施設サービス分）における生産性向上
のガイドライン」

○ U字の法則

 新しい取り組みには試行錯誤がつきもの
 調整コストなどが発生して一時的に生産性が低下

することが一般的である（⾧期的視点が必要）
 継続的なマネジメントで効率アップにつながる

ロボット等の導入を契機とした生産性向上

生産性向上推進体制加算において
導入が要件となる介護テクノロジー

①見守り機器
②職員間の連絡調整の迅速化に資するICT機器
（インカム等）
③介護記録作成の効率化に資するICT機器
（介護記録ソフト等）
※加算（Ⅰ）は①～③の全て
※加算（Ⅱ）は①～③のうち１つ以上

15



Hyogo Prefecture

第253回社会保障審議会介護給付費分科会
（R８.１.16）【資料１】
「令和８年度介護報酬改定について」
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話し合いながら、気づきを得ながら、試行錯誤
時間に追われ、こなす仕事 → やりがいある介護の仕事

リハビリ
専門職看護職員介護職員介護支援

専門員
23
事業所

91
事業所

156
事業所

21
事業所

回答
事業者

78.3
万円

71.0
万円

50.1
万円

64.2
万円

手数料
(平均)

出所：厚生労働省職業安定局需給調整事業課令和元年12月医療・介護
分野における職業紹介事業に関するアンケート調査集計結果（概要）

採用１件あたり職業紹介事業者に支払った手数料

・80kgの利用者を女性職員1人で
移乗（ムリ）
・特定の職員に業務が偏っている
（ムラ）
・バイタルなどの記録を何度も転
記（ムダ）

(例)

３
Ｍ
削
減

職務への主体的関わり、モチベーションの向上

離職の減少、採用申込の増加

働きやすい職場・働き続けたい職場の実現

処遇の改善、収益性の改善

好
循
環
の
創
出

ロボット等の機器の導入を契機とした生産性向上
17
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•「ムリ」「ムダ」「ムラ」をなくす

働きやすい職場づくり

•今いる人材が働き続けられる・離職が防げる

サービスの質向上・働きがいある職場

•新たな人材を呼び込める

働きやすい職場をつくるためには
18
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兵庫県における生産性向上に対する支援

 介護現場革新会議の設置

 ひょうご介護テクロノジー導入・生産性向上支援センターの設置・運営

働きやすい職場の実現

生産性向上の機運醸成、理解促進

生産性向上に向けた事業者の体制整備の支援

生産性向上に資する関連取組の支援

 生産性向上の取組みを支援するための伴走支援

 介護ロボットや見守り機器導入及び導入に伴う通信環境整備の整備支援

 介護記録から請求まで一気通貫で可能なシステムやICT機器の導入支援

 ノーリフティングケアの普及促進

 ひょうごごケア・アシスタント（介護助手）の普及促進

 処遇改善加算等の取得促進

19
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介護現場革新会議の設置
地域における介護ニーズに応える基盤としての介護サービス事業所が持続可能であり続けるため

ケア従事者が自らの仕事の専門性の向上を通じてやりがいや楽しさを実感するため

 県内事業所の生産性向上の取組推進の司令塔として、課題や展望を広く議論する
 介護現場の課題解決について、参加者それぞれの目線で捉える課題を共有し認識を合わせる
 県、各関係機関、事業所等が、地域の課題と当事者意識を共有し、それぞれの役割を認識する

いかにして事業所自らが積極的に取り組めるよう支援を行えるか

厚生労働省 介護現場革新会議の設置・開催に係る手引きから引用

進め方の支援
・セミナー、各種研修、伴走型支援、相談・助言
補助金 等

成果・魅力の発信
・働きやすい職場
・風通しのいい職場
・モチベーションの向上

取組の必要性の理解
・セミナー受講
・各種研修受講
・相談

体制づくり・環境整備
・改善チームづくり
・取組の進め方の理解
・課題把握・分析

Ｐ

ＤＣ

Ａ

事業者の取組

働き手・体制の確保
・外国人材
・協同化・大規模化

具体的取組
・業務明確化・標準化
・介護ロボット・ＩＣＴの導入
・腰痛防止・ノーリフティングケア
・介護助手の活用・柔軟な働き方

職と職場の魅力向上・人材確保に向けた取組

20
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●介護ﾛﾎﾞｯﾄの開発・導入
支援窓口の設置
●生産性向上ｾﾐﾅｰ

厚労省（介護ﾛﾎﾞｯﾄの開発・
実証・普及ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ事業）

●ひょうごﾉｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞｹｱ ﾓﾃﾞﾙ
施設の普及・啓発

福祉のまちづくり研究所

●ひょうごｹｱｱｼｽﾀﾝﾄ推進事業
●介護職員処遇改善加算
等取得促進事業

高齢政策課

労働
安全衛生

業務改善

人材参入
促進

人材定着
促進

＜R4の課題＞
各事業実施主体が個々に事業を実施し、

生産性向上に結びつきづらい（連携が希薄）

≪R5の効果≫
ひょうご介護ロボット導入・生産性向上支援ｾﾝﾀｰ及び介護現場革
新会議を設置し、既存事業に生産性向上の視点を加え、介護の質
の向上・働きたい職場づくりをめざす

令和５年度～

業 務 改 善＋魅力ある職場づくり
労働安全衛生＋いつまでも働き続けられる職場づくり
人材参入促進＋機能分化によるやりがい創出
人材定着支援＋スキルの見える化・環境改善

ひょうご介護ロボット導入・生産性向上支援ｾﾝﾀｰの設置

福祉のまちづくり研究所

福祉等関係団体

県社会福祉協議会

一体的な取組による介護サービスの質の向上・働きたい職場づくり

介護労働安定センター

兵庫労働局 NPO、ｼﾙﾊ゙ ｰ人材ｾﾝﾀー

介護現場革新会議 【関係団体による方向性の共有】

総合調整（高齢政策課）

令和４年度以前

21
ひょうご介護ロボット導入・生産性向上支援センターを通じた一体的取組の推進
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(1) ひょうご介護テクノロジー導入・生産性向上支援センターの運営
県立福祉のまちづくり研究所に｢ひょうご介護テクノロジー導入・生産性向上支援センター｣

を設置し、介護ロボット・ICTの導入など生産性向上に関する事業者の取組をワンストップで
支援
＜主な業務内容＞

①介護事業者からの相談 ④ひょうご福祉用具・介護ロボットフェスティバルの開催
②介護ロボットの展示及び試用貸出 ⑤介護ロボット導入支援研修
③介護ロボット開発企業からの相談 ⑥伴走型支援によるモデル施設の育成

(2) 生産性向上マイスター事業所の認定
生産性向上に先導的に取り組む「生産性向上マ

イスター事業所」を認定し、視察の受入れや訪
問による助言を実施

新
生産性向上

マイスター事業所
介護テクノロジー
未導入事業所等

ひょうご介護テクノロジー導入･
生産性向上支援センター

相談・
指導

認定

マッチング
支援
視察・助言

導入
経費
補助

設置・業務委託

兵庫県

＜介護ロボット・ICT機器の導入支援＞拡 ※センターに｢生産性向上アドバイザー｣を配置
し、介護テクノロジー導入後のフォローアッ
プを実施

ひょうご介護ロボット導入・生産性向上支援センターを通じた一体的取組の推進
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Hyogo Prefecture

ひょうご介護テクロノジー導入・生産性向上支援センターの主な取組 ①

683件相談介護テクノロジーの導入を検討する事業者からの様々な相談に応じ、製品
情報や機器の見学・体験、事例の紹介、導入補助金の情報提供などを実施相談対応

7,537件
241件

見学
体験

最新の介護テクノロジーや福祉用具約７００点の見学と体験が可能な展示
場を設置

介護テクノロ
ジーの展示

25件試用貸出
介護事業所からの相談内容を踏まえて、最適な機器を選定し、開発企業か
らの試用貸出の取り次ぎを行う

介護テクノロ
ジーの試用
貸出

219件相談
介護ロボット開発企業等からの様々な相談に対応し機器開発を支援
開発途中の試作機や完成後の機器に対し、専門的な視点で実証評価を行い、
結果に基づき、機器開発に関する実践的・適切な助言・提案を実施

開発企業か
らの相談対応

（累計・令和8年1月末時点）
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Hyogo Prefecture

ひょうご介護テクロノジー導入・生産性向上支援センターの主な取組 ②

名称：ひょうご福祉用具・介護ロボットフェスティバルの開催
令和7年7月23日（水）・24日（木） 場所：アクリエひめじ
①福祉用具・介護ロボットの特別展示会（60社、6団体）
②生産性向上推進セミナー
・厚生労働省、兵庫県の政策・取組についての講演
・介護事業所による取組事例の発表

③ひょうごノーリフティングケアモデル施設・優良モデル施設認定証授与式 等

介護ロボット
活用推進フェア
の開催
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Hyogo Prefecture

ひょうご介護テクロノジー導入・生産性向上支援センターの主な取組 ③

800事業所受講者
生産性向上の取組の必要性と介護テクノロジーの選定、導入手順や分野別の
機器等の使用方法等の基本的な理解を進めるための動画研修を実施

※令和４年度より、介護ロボット補助金の申請要件として必須受講
基礎編

24事業所受講者介護テクノロジー活用に向け、施設・事業所課題の解決に資する機器を導入
するため、課題分析から導入機器の調査・選定までをパッケージした研修応用編

5施設
機器の導入を検討する施設に対し、現場が抱える生産性向上に関する課題に
ついて、介護ロボットや福祉用具の専門職員による課題分析、導入機器の選
定、導入後の活用法の指導などの伴走型支援を実施

伴走型フォロー
アップ支援

＜介護テクノロジー導入支援研修＞
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Hyogo Prefecture

ひょうご介護テクロノジー導入・生産性向上支援センターの主な取組④ 26

生産性向上の地域研修の開催（各地域及びオンライン開催）



Hyogo Prefecture

ノーリフティングケアの普及促進

県内事業所におけるノーリフティングケアの普及に向け、県内各地で地域研修会を開催

・開催場所 5会場（神戸、丹波、淡路、播磨、阪神 130名参加）

・内 容 モデル施設の取組事例紹介、機器体験等

●「ひょうごノーリフティングケアモデル施設・優良モデル施設」認定制度

● ノーリフティングケア地域研修の実施

県立福祉のまちづくり研究所で実施する研修を受講し、職場ぐるみでノーリフティングケアに取り組む施設

を「モデル施設」「優良モデル施設」として認定し、普及を促進

（現在モデル17施設、優良モデル施設４施設を認定）

ひょうご介護テクロノジー導入・生産性向上支援センターの主な取組 ⑤
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Hyogo Prefecture

２ 介護業務における生産性向上支援（業務改善支援）事業

１ 介護業務における介護テクノロジー導入支援事業

① 第三者による業務改善支援
介護事業所・介護施設が第三者から生産性向上の取組みの支援を受けるための経費
（コンサルティング）経費の補助
・補助上限額 ４８０千円（補助率：4/5）
・R７実績 ７施設
・募集時期 ６月頃

① 介護ロボット等の導入支援
介護ロボット等の導入や、見守り機器の導入に伴う通信環境整備にかかる経費の補助

② ICT等の導入支援
介護記録から請求業務までが転記不要（一気通貫）になるためのICT機器・ソフト等

の導入にかかる経費の補助

兵庫県における介護テクノロジー導入支援について 28



Hyogo Prefecture

令和７年度介護業務における介護テクノロジー導入支援事業について

27

補助率対象機器等対象施設補助メニュー

４／５

1～3合計
で上限700
万円

TAISで介護テクノロジーと
して選定された機器

介護保険施設

介護保険法に基づく
介護サービス事業所

老人福祉法に基づく
養護老人ホーム及び
軽費老人ホーム

１ 介護ロボット等

記録から請求まで一気通貫
する介護ソフトの導入２ ICT等

介護業務支援に該当する機
器のパッケージ導入

３ 介護テクノロジーの
パッケージ型

令和６年度からの主な変更内容項 目

合計で上限700万円補助上限額

・各事業所からの申請総額が県予算額を超過した場合、「介護テクノロジー導入支援研修
(応用編)」「介護テクノロジー導入時伴走型フォローアップ支援事業」等の対象事業所を
優先して交付決定

・次に、交付実績がない事業所を優先し、さらに予算残が生じた場合、過去に補助を受け
た年度が古い事業所を優先して選定

補助先決定方法

交付決定日から令和８年２月２５日（水）
※上記期間内に、契約・購入・納品・支払いを終えること事 業 期 間

令和７年度補助事業概要（※募集は終了しています。）
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Hyogo Prefecture

介護ロボット・ICT等導入補助金について（お願い）

令和７年度（実績） 交付決定数 ４３４施設・事業所（施設系２３４、通所系１１１、訪問系８９）

R8R7R6R5区分

800700600500目標（計画）

800670571367実績（見込み）

100%95.7%95.1%73.4%達成率（累計）

県老人福祉計画目標達成に向け順調に導入促進

更なる介護ロボット等テクノロジー普及の裾野拡大

補助実績がない事業所（特に小規模・零細事業所）へ注目

導入前の相談、導入後のフォローアップ等については、

ひょうご介護テクノロジー導入・生産性向上支援センター
の活用を！

これまでの補助申請で見られた悪いケース
施設長の独断で介護ソフトを入れたが、誰も使えずに活用できていない

業者にすべてお任せで、あらゆる機器を導入したが、使いこなせず無用の長物になった

介護ロボットやICT機器を導入することを現場スタッフに相談していなかったため、反発がおこり
複数のスタッフが一斉に退職した

現場が必要とする機器より、加算取得優先で導入を進めたため、かえって生産性が低下

補助金が活用できるからと、安易な導入を進めると、様々なトラブルが発生
導入は、管理・責任者と現場スタッフの意見交換や意思疎通が重要
機器更新も見据えた導入計画を作成したうえで、機器導入の検討を！

補助金は今年で最後だと業者に言われ、言われるまま介護ロボットを導入、使う場面が少なかった

(兵庫県老人福祉計画 )
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Hyogo Prefecture

介護ロボット・ICT機器等導入補助金について（お願い）
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Hyogo Prefecture

介護職員の働きやすい職場環境づくり内閣総理大臣表彰・厚生労働大臣表彰

厚生労働省では、職員の待遇改善、人材育成及び介護現場の生産性向上への取組が特に優れた介護事業者を表彰し、
その功績をたたえ、広く紹介することを通じ、介護職員の働く環境改善を推進することを目的に、介護職員の働きや
すい職場環境づくり内閣総理大臣表彰及び厚生労働大臣表彰を行っています。

表彰の詳細や過去の受賞者は
ホームページに掲載しています

32

介護職員の働きやすい職場環境づくり
内閣総理大臣表彰・厚生労働大臣表彰（R５～）

◇内閣総理大臣表彰
Ｒ６（社福）弘陵福祉会 特養「六甲の館」

◇厚生労働大臣表彰 優良賞
Ｒ６（社福）かるべの郷福祉会

特養「かるべの郷さざんか」
◇厚生労働大臣表彰 奨励賞
Ｒ７（社福）播陽灘 特養「いやさか苑」
Ｒ７（社福）夢工房 特養「シスナブ御津」
Ｒ７（社福）しらさぎ福祉会 特養「しらさぎの里」
Ｒ５（社福）兵庫県社会福祉事業団 特養「万寿の家」
Ｒ５（社福）イエス団 特養「真愛あらたホーム」



Hyogo Prefecture

介護職員の働きやすい職場環境づくり内閣総理大臣表彰・厚生労働大臣表彰
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Hyogo Prefecture

介護職員の働きやすい職場環境づくり内閣総理大臣表彰・厚生労働大臣表彰
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Hyogo Prefecture

介護分野における生産性向上について、より詳細に知りたい方は、厚生労働省HP 「介護分野における
生産性向上ポータルサイト」もご参照ください。

URL：https://www.mhlw.go.jp/kaigoseisansei/index.html

介護分野における生産性向上について、さらに詳しく知りたい方へ

ポータルサイトの主なコンテンツ

 業務改善に向けた取組のステップ
 こんなときどうする？

よくある困りごとの紹介
 ガイドライン等の各種ツール
 取組事例紹介 等
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